
　重点目標一覧表 担当部局名 こども未来部
【平成２４年度重点目標】 【平成２５年度重点目標】

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①
ア 契約後、早期の移転登記の完了
イ 年度内に完了
ウ 開発行為許可後の早期発注・着工
②年度内の建設候補地決定

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

②12月までに調査実施と取りまとめ
③
ア 法に基づく新たな組織を条例により設置

イ 年度内に3回程度開催し、協議実施
④ 管理システムの構築・導入の準備
⑤ 年度内に保護者会等の場での説明会実施

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

イ 4グループ、月1回延48回開催

イ 発達支援講演会　1テーマ・2回実施

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①ア 虐待予防講演会1回開催

イ ニーズに基づく交流事業を5回実施
③ 夏までに居室等へエアコンを設置
④利用者数目標　延95,000人

⑤サポーター活動者数目標　80人

⑥Ｈ26年3月末までに全対象世帯へ新たな
カードの郵送

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

市長指示事項 市長指示事項
・子育て支援策については、優先順位も見極めながら引き続き取り組むこと。
・発達障害児への対応や病児保育センター事業については、定住自立圏における中心市として他市町村と連携して進めること。

・発達相談センター事業については、充実が図られるよう取り組むこと。
・子ども・子育て支援新制度への移行については、国の動向を見据えながら円滑に進むよう取り組むこと。
・幼保小中の連携については、教育委員会事務局とも連携し引き続き推進すること。

③次世代育成支援後期行動計画の推進と進行管理 ③ 各事業の進捗状況等を把握のうえ、次世代育
成支援対策地域協議会を2回開催し、進捗状況報
告、計画内容に関する意見聴取等を実施

・目標達成に向けた事業実施、計画の推進

５
②「ワーク・ライフ・バランス」の周知・啓発 ② 関係パンフレットの配布、ＨＰ等による周

知・啓発を実施・関係機関と連携し「ワーク・ライフ・バランス」に関して周知・啓発

次世代育成支援対策の推進
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①幼保小中の連携の推進 ①新たに保育園の保育士を小学校へ派遣し、教職
員と連携して「小1プロブレム」の解消を図る
「幼保小連携推進モデル事業」を1園で実施

・教育委員会と連携し、幼保小中間の相互理解と連携を強化

・公募のほか支援センター職員等からも参加を呼びかけ ・サポーターの活動しやすい体制の整備
⑥子育て支援施設「ゆりかご」運営管理 ⑥ 案内パンフレット等による施設の周知と利用

者の利便性向上を推進
⑥「ながの子育て家庭優待パスポート事業」

④ 子育て支援センター・ひろば事業の周知 ④ 案内パンフレットの配布やメール配信サービ
スを利用した子育て支援情報を発信

④ ひろば事業の充実
・子育て支援パンフレット等を活用し、広く周知 ・メール配信サービス等を活用した情報発信による周知
⑤ノーバディズパーフェクト（NP）プログラム講座の充実 ⑤ＮＰ講座を合計7回実施（参加者51名） ⑤ 子育てサポーター養成講座の充実

③子育てサポーター養成の充実 ③スキルアップ講座、サポーターだより発行を実施  イ 新たなニーズ把握と多様な親と子の交流事業の実施
・専用エプロンの着用で活動を周知するなど、活動しやすい体制を整備 ③ 母子寮の生活環境改善工事施工

②
 ア 就労支援の充実 ア ハローワークと連携し就労支援講座を実施 ② ひとり親世帯への支援の充実 ②ア ハローワーク及び県の就労支援員と

の連携会議等を随時開催 イ ニーズに基づいた多様な交流事業の実施 イ 親と子の交流事業を計5回実施  ア 支援事業の啓発及び就労支援の充実のため関係機関との連携を強化

① ① 虐待予防と早期発見、適切な対応のための体制づくり
 ア 虐待予防の啓発と関係機関の連携強化 ア 虐待予防講演会や関係者研修会等を実施  ア 虐待予防の啓発 イ 要保護児童対策地域協議会、実務者会

議（各2回）、ケース会議、連携会議等の
開催

 イ 要保護児童、要支援世帯への支援の充実 イ 要支援世帯への訪問を随時実施  イ 要保護児童、要支援世帯への支援充実のため関係機関との連携強化
②ひとり親世帯への支援の充実

イ保育所職員に対する研修の実施

４

きめ細かな子育て支援施策の充実 多様なニーズに応えるきめ細かな子育て支援施策の充実
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

① 虐待予防と早期発見、適切な対応のための体制づくり

④発達障害児への支援体制の確立【定住自立圏取組項目】 ④ア 公開保育1回、保育学習会2回、児童
発達支援センター研修8回実施ア発達支援担当保育士育成研修の実施

② 保育士の資質の向上 ② 上田市保育園連盟と連携して、公開保育、夏
期研修会、講演会及び保育研究発表会等を実施

イ小集団保育（のびのび広場）開催
 ・上田市保育園連盟等と連携して、資質の向上のための研修会等の開催 ③幼保小中の連携の推進 ③ 保育士が小学校を訪問し、教職員と連

携した取組を実施（4園予定）③病児保育センター事業の広域連携【定住自立圏取組項目】 ③長和町及び青木村と共同で運営を実施 ・幼保小中間の相互理解と連携強化のための新たな取組の実施

 イ 保育時間の更なる延長の検討  イ Ｈ25年度から5園での時間延長を決定 ②障害児等への支援の充実 ②ア 発達相談事業48回、巡回指導は定期
的に通年実施 ウ 特別保育事業の拡充の検討  ウ 実施方法等の改善を検討 ア障害児等発達相談事業、巡回指導事業【定住自立圏取組項目】

① ①発達相談センター事業の充実【定住自立圏取組項目】 ① 親子教室3コース、市民向け講演会1
回、支援者向け研修会1回開催等 ア 特別保育の利用料や料金体系の見直し  ア 利用料及び料金体系の見直しを実施

 ウ 小集団保育（のびのび広場） ウ 4グループに分けて、延べ44回開催

３

多様なニーズに応える保育サービスの充実 発達支援体制の強化・充実
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

① 特別保育サービスの充実

 ア 障害児等発達相談事業【定住自立圏取組項目】  ア 36回実施 ④新制度管理電算システム構築の準備
 イ 巡回相談事業【定住自立圏取組項目】  イ 43回実施 ⑤新制度の内容の周知・広報

 イ 保育所職員に対する研修会【定住自立圏取組項目】 イ 発達に係る講演会を、2ﾃｰﾏで4回実施 ア「（仮称）上田市子ども・子育て会議」の設置
③発達障害児等への支援の充実 ③ イ「（仮称）上田市子ども・子育て会議」での協議開始

②発達障害児等への支援体制の強化 ② ②子育て支援に関するニーズ調査の実施及び結果取りまとめ
 ア 障害児担当保育士の育成、研修【定住自立圏取組項目】  ア 公開保育・学習会等の育成研修会を実施 ③「(仮称)上田市子ども・子育て会議」の設置及び子ども・子育て支援事業計画の策定着手

具体的な重点取組項目（箇条書き）
①発達相談センター事業の充実 ①　ペアレントトレーニング、発達講演会2回及

び定住自立圏担当者会議を計画どおり実施
①「次世代育成支援後期行動計画」の進捗状況把握及び評価・検証 ① 9月までに次世代育成支援対策地域協

議会を2回程度開催・保護者への研修や啓発講演会の開催と広域で連携可能な事業の検討

② 神川地区統合保育園の整備 ②地元の検討組織と協議を進めながら、用地につ
いて検討中

② 神川地区統合保育園の整備
 ・建設用地の検討及び決定

２

発達支援事業の強化・充実 「子ども・子育て支援新制度」への円滑な移行に向けた取組
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度

ア 各地権者と合意に至ったが、契約締結は未了  ア 建設用地の取得
 イ 地形測量及び基本設計 イ 地形測量の成果に基づき基本設計を策定中  イ 実施設計委託
 ウ 敷地造成工事 ウ 河川協議を経て、設計中  ウ 敷地造成工事

１

上田市保育園等運営計画に基づく保育施設の整備 上田市保育園等運営計画に基づく保育施設の整備
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

① 神科第一保育園（昭和39年建築）の整備 ① ① 神科第一保育園の整備
 ア 建設用地の取得

1


